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ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
四
・
完）

｜｜
行
政
契
約
の
活
用
に
留
意
し
た
分
析

一
はじめに（mm巻三号）

二
水道事業の主体としての市町村の責任（幻巻四号）

三
民間活用についての法律上の限界（mm巻五号）

四
私的主体の監
督｜｜行政契約の活用

五
おわりに
｜1残された課題（以上、
本号）

四

私
的
主
体
の
監
督

｜｜
行
政
契
約
の
活
用

一
本章の目的

（川）前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
公
の
水
道
事
業
に
お

け
る
私
的
主
体
の
活
用
は 、
委
託
の
形
で
行
わ
れ
る
の
が
通
常
の
よ
う

（市）
で
あ
り 、
ま
た
特
に
ヘ
ツ
セ
ン
州
を
除
く
義
務
的
自
治
事
務
（「
供
給

義
務」）
の
州
で
は 、
私
的
主
体
に
公
の
水
道
事
業
そ
れ
自
体
を
委
譲

す
る
と
い
う
こ
と
を
法
制
度
上
予
定
し
て
い
な
い 。
こ
の
た
め 、
公
の

水
道
事
業
に
お
け
る
私
的
主
体
の
活
用
で
は 、
市
場
の
創
造
及
び
規
制

研

究

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
囚
・

完）

四

京
都
大
学
大
学
院

鈴

注主
ヌ耳t

弘

木

（「
規
整
法
（
帝
宮－
5
5岡田「
RY昨）」）
で
は
な
く 、
委
託
に
当
た
り
私
的

（閃）

主
体
を
ど
の
よ
う
に
選
定
し
監
督
す
る
か
が
問
題
と
な
る 。

こ
の
公
の
水
道
事
業
に
お
け
る
委
託
に
際
し
て
の
選
定
と
監
督
と
い

う
問
題
に
つ
き 、
前
者
は 、
公
共
調
達
法
及
び一
部
の
州
水
法
に
よ
っ

て
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る 。
他
方
で
後
者
に
関
す
る
法
規
定
は 、
ラ
イ

ン
ラ
ン
ト
H
プ
フ
ア
ル
ツ
州
水
法
に
お
け
る
私
的
主
体
に
よ
る
事
業
遂

行
が
失
敗
し
た
場
面
に
つ
い
て
の
規
定
を
除
け
ば 、
存
在
し
て
い
な

（川）い 。
そ
こ
で
本
章
で
は 、
不
足
し
て
い
る
監
督
権
能
を
補
う
た
め
の
根

拠
（
こ） 、
監
督
の
内
容
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
か 、

ま
た
市
町
村
に
課
さ
れ
た
義
務
（「
責
任L）
や
事
業
の
性
質
と
の
関
係

で
監
督
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
（
三
1

（問）

五）
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
に
お
け
る
学
説
を
参
照
し
つ
つ
検

討
す
る 。
後
者
の
論
点
は 、
と
り
わ
け
市
町
村
に
監
督
権
能
を
付
与
す

（
第
mm
巻

第
六
号）
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O
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研

究

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
四
・

完）

四

る
行
政
契
約
を
ど
の
よ
う
に
法
的
統
制
す
る
か
と
い
う
問
題
と
も
関
わ

っ
て
お
り 、
日
本
の
水
道
事
業
に
お
け
る
委
託
契
約
あ
る
い
は
行
政
契

約
の
内
容
統
制
を
考
え
る一
助
と
な
ろ
う 。

な
お 、
（た
と
え
監
督
で
き
る
こ
と
に
限
り
が
あ
る
と
し
て
も）
選
定
さ

れ
た
私
的
主
体
を
監
督
し
す
ぎ
る
と、
私
的
主
体
に
よ
る
創
意
工
夫
の

余
地
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る 。
委
託
の
目
的
が 、
私
的
主
体
の
資
金
の

工i舌
夫 用
σ〉

i舌 供
用 給
に 価
あ 格
λ の
£. 引
G�下
l開店

と
ど
ま
ら
ず

私
的
主
体
に
よ
る
創
意

私
的
主
体
の
規
制
と
委
託
（「
私
化」）

（削）

に
は
そ
れ
ゆ
え一
定
の
緊
張
関
係
が
あ
る 。

一一
監督権能の根拠

市
町
村
は 、
水
道
事
業
に
関
し
て 、
危
険
防
御
を
目
的
と
す
る
水
道

（削）

同協
介
入
権
限
を
除
き 、
受
託
者
に
対
す
る
高
権
的
監
督
権
限
を
有
さ

な
し 。そ

こ
で
通
常 、
市
町
村
は 、
選
定
さ
れ
た
私
的
主
体
と
締
結
す
る
契

（附）

約（
行
政
契
約 。
契
約
の
性
質
につ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
る）
の
中
で 、

市
町
村
が
自
身
の
法
律
上
の
義
務
を
履
行
す
る
た
め
の
監
督
権
能
を
定

め 、
そ
れ
を
活
用
し
て
監
督
す
る 、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る 。

ま
た 、
選
定
さ
れ
た
私
的
主
体
が 、
委
託
の
公
示
の
際
に
提
示
さ
れ

た
諸
条
件
を
満
た
さ
ず 、
不
完
全
給
付
（
債
務
不
履
行）
を
し
た
場
合

に
は 、
そ
れ
を
理
由
と
し
て
種
々
の
手
段
を
執
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

（
例
え
ば 、
民
法
典三
三
九
条
以
下
の
違
約
罰 、
三一
三
条の
契
約
の
調
整 、

え
ら
れ
て
い
る 。
具
体
的
に
は 、
契
約
に
よ
っ
て
私
的
主
体
に、
記
録

義
務
（UorEg
gs巳O口回古田一ny丹市ロ）
を
課
す
こ
と、

文
書
閲
覧
権

（匡内門ga
g－
SZ
Bnvg）
や
施
設
へ
の
立
入
り
権h∞
号巾
宮口問的
Bnyg）

（附）

を
市
町
村
に
与
え
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る 。

四
監督の内容2
｜｜取戻しオプション

仲

間
題
状
況

「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」
は 、
「
任
務」
「
施
設・
設
備」
「
人
員」
に

つ
い
て
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
り 、
次
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
て
い

る 。例
え
ば
受
託
者
が
給
付
を
放
棄
し
た
場
合 、
劣
悪
な
給
付
を
続
け
た

（悶）場
合 、
更
に
は
受
託
者
が
倒
産
し
た
た
め
に
給
付
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も 、
市
町
村
に
法
律
上
「
供
給
義
務」

や
「
確
保
義
務」
が
課
さ
れ
て
い
る
と
き
は 、
市
町
村
自
身
が
公
の
水

道
事
業
を
維
持
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
場

合
に
は 、
川一
時
的
に
市
町
村
が
代
理
実
行
し 、
そ
の
間
に
企
業
を
立

て
直
す
（
暫
定
的
措
置） 、
山
任
務
を
即
座
に
取
り
戻
し 、
市
町
村
自
身

が
公
の
水
道
事
業
を
運
営
す
る
（
再
公
営
化・
再
国
営
化） 、
間
別
の
企

業
に
改
め
て
委
託
し
直
す 、
な
ど
に
よ
っ
て
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
に

（削）（削）
な
る 。
具
体
例
と
し
て
は 、
「
確
保
義
務」
を
課
す
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
H

ヴエ
ス
ト
フ
7
1
レ
ン
州
の
場
合 、
同
州
水
法＝一
八
条一
項
ニ
文
前
段

（「
秩
序
適
合
的
な
水
道
事
業
が
市
町
村
の
領
域
内
で
保
証
さ
れ
る
場
合
に 、

研

"" 
ブし

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
四
・

完）

四
四

（
第
mm
巻

第
六
号）

。

（削）

重
大
な
給
付
障
害
に
際
し
て
の
契
約
の
解
約
告
知
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る） 。

そ
こ
で
以
下
で
は 、
日
本
法
と
の
比
較
に
当
た
り
有
益
と
思
わ
れ
る

規
制
手
段
の
う
ち 、
山
「
十
分
な
影
響
力
の
行
使」 、
山
「
取
戻
し
オ

プ
シ
ョ
ン
（
Enr
z－C
E
S
S）」 、
同
「
供
給
価
格
の
規
制L
と
い
う

重
要
な
要
素
に
つ
い
て
検
討
を
行
う 。

な
お 、
市
町
村
に
法
律
上
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
場
合
（
例
え
ば
供

給
義
務
や
確
保
義
務）
に、
そ
れ
ら
の
義
務
を
履
行
す
る
た
め
の
（
次
に

見
るト
分
な
影
響
力
の
行
使
な
ど
の）
十
分
な
措
置
が
契
約
上
確
保
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は 、
ド
イ
ツ
民
法
典
二二
四
条
に
基
づ
き
契
約
は
無
効

（陥）

に
な
る
と
す
る
説
が
あ
る 。

三
監督の内容1
｜｜十分な影響力の行使

市
町
村
は 、
と
り
わ
け
「
供
給
義
務」
が
課
さ
れ
て
い
る
場
合
に
公

の
水
道
事
業
の一
部
又
は
全
部
を
委
託
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は 、
私

的
主
体
に
対
し
て
「
十
分
な
影
響
力」
を
行
使
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

（陥）

（附）

ぃ 。
そ
れ
ら
の
要
素
と
し
て 、
先
に
も
見
た
と
お
り 、
川
公
の
水
道
事

業
の
全
部
又
は一
部
を
委
託
さ
れ
る
私
的
主
体
に
よ
る
委
託
事
項
に
つ

い
て
の
重
要
な
決
定
及
び
そ
の
実
施
に
対
す
る
市
町
村
の
指
揮
権 、
山

委
託
し
た
事
業
に
つ
い
て 、
私
的
主
体
に
対
す
る
包
括
的
に
事
業
報
告

を
す
る
法
的
義
務
の
賦
課 、
で
あ
る 。

こ
の
ほ
か
に
も 、
間
私
的
主
体
の
活
動
の
評
価
を
可
能
に
す
る
た
め

の
監
督
権・
指
揮
権
が
市
町
村
に
留
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

市
町
村
は
水
道
事
業
任
務
を
第
三
者へ
：：：
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る」）

か
ら
す
る
と、
委
託
後
に、
秩
序
適
合
的
な
水
道
事
業
が
市
町
村
の
領

域
内
で
保
証
さ
れ
な
く
な
っ
た
場
合
は 、
当
該
私
的
主
体へ
の
委
託
を

取
り
や
め
る
必
要
が
あ
り 、
そ
の
際
に
川
1

同
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
使
う

こ
と
に
な
る 。
ま
た 、
公
の
水
道
事
業
が
随
意
的
自
治
事
務
で
あっ
て

も 、
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
委
託
を
取
り
や
め
再
度
市
町
村
自
身
が
公
の

水
道
事
業
を
行
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り 、
こ
の
場
合
に

も
川
1

川
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
使
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
な
お
委
託
の
よ
う

に
市
町
村
に
「
履
行
責
任
（開『
EEDm
2
q
g
言。ュ＝
高）」
が
存
在
す
る

場
合
に
は 、
当
該
責
任
を
果
た
す
た
め
に
取
戻
し
オ
プ
ショ
ン
が
必
要
で
あ

（問）

る
と
考
え
る
学
説
が
あ
る） 。

こ
の
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン
は
学
説
上
だ
け
で
な
く 、
実
務
上
も
重
要

（問）

視
さ
れ
て
い
る 。
法
的
性
質 、
実
効
性
確
保 、
対
象
な
ど
に
つ
い
て
分

説
す
る
と、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る 。

口
「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」
の
法
的
性
質

第一
に、
「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」
の
法
的
性
質
で
あ
る
が 、
通
常 、

公
の
水
道
事
業
の一
部
又
は
全
部
の
委
託
は 、
権
限
受
任
（切色合－

ZEE同）
な
ど
の
行
政
行
為
の
形
式
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
お

（削）

ら
ず 、
契
約
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る 。
そ
こ
か
ら、「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」

は 、
連
邦
行
政
手
続
法
四
八
条
以
下
の
行
政
行
為
の
取
消
し・
撤
回
で

（防）

は
な
く 、
行
政
契
約
の
中
で
定
め
ら
れ
る
内
容
で
あ
る 。

（
第
mm
巻

第
六
号）



研

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
四
・

完）

四
五

究

な
お 、
「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」
を
行
使
す
る
か
否
か
は 、
諸
事
情

を
比
較
衡
量
し
て
決
定
す
る
の
で
あ
り 、
そ
の
衡
量
の
際
に
は
比
例
原

（附）

則
が
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

日
「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」
の
実
効
性
確
保

第
二
に、
「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」
の
実
効
性
確
保
で
あ
る
が 、
市

町
村
に
よ
る
取
戻
し
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
に
当
た
り 、
市
町
村
は 、

（
別の
第
三
者へ
委
託
す
る
ま
で
の
問）
一
時
的
に
公
の
水
道
事
業
を
引

（閉山）

き
受
け 、
継
続
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
つ
ま
り 、
委
託
の
結
果 、

市
町
村
に
必
要
な
施
設・
設
備
や
知
識・
人
員
が
欠
け 、
そ
の
結
果 、

公
の
水
道
事
業
と
い
う
任
務
だ
け
を
取
り
戻
し
た
と
こ
ろ
で
継
続
で
き

な
い
の
で
あ
れ
ば 、
取
戻
し
は
実
際
上 、
空
虚
な
も
の
と
な
る 。

こ
こ
で
特
に
注
意
を
要
す
る
の
が 、
委
託
を
す
る
以
上 、
必
然
的
に

市
町
村
は
取
戻
し
の
実
現
に
必
要
な
施
設・
設
備
や
知
識・
人
員
を
保

有
し
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。
す
な
わ
ち 、
委

託
の
狙
い
の一
つ
が
コ
ス
ト
削
減
で
あ
る
以
上 、
取
戻
し
の
実
現
に
必

要
な
施
設・
設
備
や
知
識・
人
員
を
市
町
村
が
保
有
し
て
お
く
こ
と

は 、
委
託
の
狙
い
と
衝
突
す
る 。
そ
こ
で 、
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン
は
任

務
の
取
戻
し
だ
け
で
な
く 、
施
設
や
人
員
の
取
戻
し
も
含
め
て
考
え
ら

れ
る
必
要
が
あ
る 。
た
だ
し 、
「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」
を
保
持
し
続

け
る
と
い
う
こ
と
は 、
委
託
（「
私
化」）
の
主
要
な
関
心
で
あ
る
コ
ス

ト
の
効
率
化
と
明
ら
か
に
衝
突
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
注
意
を
要
す

ト
H
プ
フ
ア
ル
ツ
州
水
法
四
九
条
三
項
で
あ
る 。
こ
れ
に
よ
れ
ば 、
供

給
義
務
を
課
さ
れ
て
い
る
市
町
村
な
ど
は 、
そ
の
他
の
協
定
に
か
か
わ

り
な
く 、
私
的
第
三
者
に
よ
る
公
の
水
道
事
業
の
確
保
が
も
は
や
保
証

（同
2田町ユ
28ロ）
さ
れ
て
い
な
い
場
合 、
私
的
第
三
者
が
自
身
に
義
務

付
け
ら
れ
た
義
務
に
大
き
く
違
反
す
る
場
合
及
び
公
共
の
福
祉
の
諸
理

由
か
ら
要
請
さ
れ
る
場
合
に
は 、
川
水
道
事
業
の
遂
行
の
取
戻
的
委
譲

を
要
求
す
る
権
利 、
凶
私
的
第
三
者
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
施
設
の
再

取
得
を
要
求
す
る
権
利 、
川
私
的
第
三
者
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
施
設

・
設
備
の
取
得
を
要
求
す
る
権
利
を
有
す
る 。
さ
ら
に
同
州
水
法
四
九

条
二
項一
文
は 、
水
道
事
業
任
務
の
遂
行
を
委
譲
さ
れ
た
私
的
第
三
者

が 、
川
遂
行
を
別
の
第
三
者
に
再
委
譲
す
る
こ
と、
山
水
道
事
業
の
た

め
に
取
得・
建
設
さ
れ
た
施
設・
設
備
を
売
却
す
る
こ
と
（
用
益
権
の

先
却
も
含
む）
を 、
原
則
と
し
て
禁
じ
る 。
た
だ
し 、
供
給
義
務
者
で

あ
る
市
町
村
な
ど
へ
の
取
戻
的
売
却
の
場
合
（
同
州
水
法
四
九
条
二
項

一
文一
号）
や 、
供
給
義
務
者
で
あ
る
市
町
村
な
ど
に
よ
る
売
却
の
同

（制）

意
が
あ
る
場
合
（
同
州
水
法
四
九
条
二
項一
文
二
号）
は 、
例
外
的
に
容

認
さ
れ
る 。
こ
の
同
州
水
法
四
九
条
二
項一
文一
号
は 、
実
際
に
同
州

水
法
四
九
条
三
項
に
基
づ
き
取
戻
し
措
置
が
な
さ
れ
る
と
き
に、
私
的

第
三
者
が
必
要
な
施
設・
設
備
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う
事
態
を
予
防

す
る
も
の
で
あ
り 、
水
道
事
業
の
永
続
的
確
保
及
び
市
町
村
の
取
戻
権

（加）

に
資
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
同
州
水
法
四
九
条
二
項一
文
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る
（
そ
し
て 、
こ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
適
切
に
解
決
す
る
手
段
は
お
よ
そ
存
在

（胤）

し
ない
よ
う
に
息
わ
れ
る） 。

四
「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」
の
対
象
1

｜｜
施
設・
設
備
の
所
有

権
第
三
に、
「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」
の
対
象
と
し
て 、
施
設・
設
備

の
所
有
権
の
問
題
が
あ
る 。
通
常 、
給
水
網
や
浄
水
施
設
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ユ
ア
は 、
地
域
と
結
び
つ
い
て
お
り 、
ま
た 、
二
重

（閉）

に
構
築
さ
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
限
定
さ
れ
て
い
る 。
つ
ま
り 、
別
の

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ユ
ア
を
新
た
に
作
製
し 、
そ
れ
に
よ
っ
て
従
前

の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
に
恒
常
的
に
代
替
す
る
こ
と
は
で
き
な

（測）ぃ 。
そ
の
た
め 、
市
町
村
は
公
の
水
道
事
業
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ユ
ア
を
素
早
く
取
戻
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

市
町
村
が
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ユ
ア
の
所
有
権
を
有
し
て
い
る
場

合
に
は 、
受
託
者
に
対
し
て
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ユ
ア
の
返
還
請
求

（釧）

権
（
民
法
九
八
五
条）
を
行
使
す
れ
ば
事
足
り
る 。
こ
れ
に
対
し 、
市

町
村
が
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ユ
ア
の
所
有
権
を
有
し
て
い
な
い
場
合

（m） は 、
契
約
の
中
で 、
占
有
権
の
移
転
（切
2R
5
2
EF
B巾）
及
び
場
合

に
よ
っ
て
は
物
権
的
取
戻
措
置
（
En
EF
SnE
E問）
が
規
律
さ
れ
て

（加）

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
が 、
州
水
法
と
し
て
は
め
ず
ら
し
く
施
設・
設

備
に
対
す
る
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン
を
法
律
上
定
め
て
い
る
ラ
イ
ン
ラ
ン

（
及
び
ド
イ
ツ
民
法
血二
三
四
条）
に
よ
っ
て 、
私
的
第
三
者
と
別
の
私
（揃）

人
と
の
問
で
締
結
さ
れ
る
施
設・
設
備
の
売
貿
契
約
は
無
効
と
な
る

（
再
委
譲
の
禁
止
を
行
政
契
約
の
中
で
定め
る
の
で
は
な
く 、
州
水
法の
中
で

定
め
て
い
る
の
は
こ
れ
を
狙つ
て
の
こ
と
と
考え
ら
れ
る） 。
ま
た
同
州
水

法
四
九
条
二
項

二文
二
号
は 、
委
託
さ
れ
た
私
的
第
三
者
が
失
敗
し
た

場
合
に、
一
度
市
町
村
が
取
り
戻
し
た
上
で
別
の
新
私
的
第
三
者へ
委

託
す
る
と
い
う
こ
つ
の
法
律
行
為
を 、
市
町
村
の
同
意
の
下
で
旧
私
的

第
三
者
か
ら
新
私
的
第
三
者へ
直
接
委
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
律
行

為
を一
つ
に
減
ら
し
つ
つ 、
市
町
村
の
同
意
を
要
件
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら一
定
の
規
律
も
確
保
す
る
と
い
う
実
務
上
の
要
請
に
応
え
る
た
め

（加）

に
追
加
さ
れ
て
い
る 。

回
「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」
の
対
象
2

1｜
人
員

第
四
に 、
「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」
の
対
象
と
し
て 、
人
員
の
問
題

が
あ
る 。

先
に
も
見
た
と
お
り 、
委
託
後
の
市
町
村
は 、
受
託
者
に
対
し
て
規

制
を
行
う
た
め
の
人
員
を
確
保
す
る
に
留
ま
る 。
そ
の
た
め 、
受
託
者

が
失
敗
し
た
場
合
に、
再
度
市
町
村
自
身
が
水
道
事
業
を
運
営
し
よ
う

と
し
て
も 、
そ
の
た
め
の
職
員
が
い
な
い
と
い
う
事
態
に
陥
る 。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
人
員
に
対
す
る
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し

て 、
以
下
の
二
点
が
提
言
さ
れ
て
い
る 。
第一
に、
必
要
と
あ
れ
ば一

時
的
に、
任
務
を
失
敗
し
た
企
業
の
人
員
を
市
町
村
が
引
き
取
り 、
市

（
第
mm
巻

第
六
号）

一
一
一
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（捌）

町
村
の
指
揮
下
に
置
く
と
い
う
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る
（
市
町
村へ

の
人
的
取
戻
し
と
は
異
な
る
が） 0
第二
に、
適
切
な
提
供
者
の
存
在
を

前
提
と
す
る
が 、
暫
定
的
に
別
の
企
業
へ
委
託
す
る
（
暫
定
委
託
ERー

（捌）

『gmσ
gz侍『同
空
局）
と
い
う
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る 。

五
監督の内容3
｜｜供給価格の規制

こ
の
ほ
か 、
私
的
主
体
に
公
の
水
道
事
業
が
委
託
さ
れ
る
場
合
で
あ

っ
て
も 、
私
的
主
体
が
自
己
の
名
前
か
つ
計
算
の
も
と
で
運
営
し
て
い

る
場
合
に、
私
的
主
体
が
利
益
獲
得
を
目
指
し 、
供
給
価
格
を
暴
騰
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
る 。
ま
た
人
件
費
の
高
騰 、
浄
水
場
で
用
い
る
薬
品

価
格
の
高
騰
な
ど
の
種
々
の
事
情
変
更
に
よ
っ
て
供
給
価
格
を
上
昇
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る 。
こ
れ
ら
に
対
し
て
市
町

村
は 、
供
給
価
格
が
適
切
な
範
囲
に
収
ま
る
よ
う
に、
価
格
規
制
が
で

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
こ
の
よ
う
な
場
面
で
は 、
公
の
水
道
事
業
が
独

占
構
造
で
あ
る
が
故
に
市
場
競
争
が
起
こ
ら
ず
価
格
の
下
落
は
見
込
め
な
い

（加）

た
め 、
価
格
規
制
が
必
要
と
な
る） 。

価
格
規
制
の
手
法
と
し
て
は 、
行
政
契
約
の
中
で
飲
料
用
水
の
価
格

ゃ 、
価
格
調
整
に
関
す
る
個
別
具
体
的
な
規
律
枠
組
み
を
設
定
す
る
こ

（初）

と
が
考
え
ら
れ
る 。

五

お
わ
り
に

ll
残
さ
れ
た
課
題

本
稿
で
は 、
ド
イ
ツ
の
水
道
（
委
託）
法
制
や
そ
れ
に
関
す
る
学
説

務」）
と
な
っ
て
い
る 。
そ
し
て 、
パ
l
デ
ン
H
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク

州 、
ヘ
ッ
セ
ン
州
で
は
義
務
的
自
治
事
務
（「
供
給
義
務」）
と
な
っ
て

い
る 。
こ
の
分
布
か
ら
す
る
と、
各
州
に
お
け
る
事
項
面
か
ら
み
た
地

方
自
治
は 、
東
西
や
南
北
を
基
準
と
し
た
単
純
な
モ
デ
ル
化
を
許
さ
れ

（m）

 

な
い
ほ
ど
多
様
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る 。

第
二
に、
公
の
水
道
事
業
に
お
い
て
は
委
託
（
た
だ
し 、
こ
の
委
託

の
内
容
に
は
大
き
な
幌
が
あ
り 、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
セ
ッ
ショ
ン
方
式
ま
で
含

ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る）
が
法
律
上
は

主
流
で
あ
り 、
私
的
主
体
に
完
全
に
委
譲
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る 。

こ
の
委
託
は 、
（
特
に
私
的
主
体の
選
定
後の
監
督
に
関
し
て）
お
お
よ
そ

法
的
規
律
が
欠
け
て
お
り
行
政
契
約
が
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る 。
と
り
わ
け
公
の
水
道
事
業
が
随
意
的
自
治
事
務
の
場
合
に

は 、
市
町
村
は
自
由
に
行
政
契
約
が
締
結
で
き
る
こ
と
に
注
意
を
要
す

る
（こ
れ
に
対
し
て
義
務
的
自
治
事
務
（「
供
給
義
務」）
の
場
合
は 、
次
の

「
十
分
な
影
響
力の
行
使」
を
行
政
契
約
に
含め
な
け
れ
ば
な
ら
ない） 。

第
三
に、
行
政
契
約
の
内
容
と
し
て
は 、
（
と
く
に
市
町
村
に
「
供
給

義
務」
が
課さ
れ
て
い
る
場
合
に
は）
私
的
主
体へ
の
十
分
な
影
響
力
の

行
使 、
私
的
主
体
が
失
敗
し
た
場
合
の
実
効
的
な
取
戻
し 、
末
端
給
水

価
格
の
規
制
が
重
要
で
あ
る 。
ま
ず 、
と
り
わ
け
市
町
村
に
「
供
給
義

務」
が
課
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は 、
「
十
分
な
影
響
力
の
行
使」
を
市

町
村
が
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い 。
次
に、
と
り
わ
け
公
の
水
道
事
業

研

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
四
・

完）

四
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（
第
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六
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四

を
検
討
し 、
一
｛疋
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と
考
え
る 。
す
な
わ
ち
以
下
の

三
つ
の
事
柄
が
明
ら
か
に
な
っ
た 。

第一
に、
公
の
水
道
事
業
に
対
し
て
市
町
村
が
ど
の
よ
う
な
義
務
を

持
っ
か
に
つ
い
て
は
州
毎
に
異
な
る
規
律
が
な
さ
れ
て
い
る 。
八ム
の
水

道
事
業
が
随
意
的
自
治
事
務
と
な
る
場
合
は 、
市
町
村
に
公
の
水
道
事

業
を
実
施
す
る
か
否
か
に
つ
い
て 、
ま
た
ど
の
よ
う
に
公
の
水
道
事
業

を
実
施
す
る
か
に
つ
い
て
の
裁
量
が
付
与
さ
れ
て
い
る 。
ま
た
義
務
的

自
治
事
務
（「
供
給
義
務」）
の
場
合
で
あ
っ
て
も
ど
の
よ
う
に
公
の
水

道
事
業
を
実
施
す
る
か
に
つ
い
て
は
市
町
村
に
裁
量
が
付
与
さ
れ
て
い

る 。こ
の
公
の
水
道
事
業
に
対
す
る
各
州
法
上
の
位
置
づ
け
（
地
方
自
治

の
あ
り
方）
は
興
味
深
い 。
東
ド
イ
ツ
に
由
来
す
る
新
五
州
（
ブ
ラ
ン

デ
ン
ブ
ル
ク
州 、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
クH
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州 、
ザ
ク
セ
ン

州 、
ザ
ク
セ
ン
H
ア
ン
ハ
ル
ト
州 、
テュ
l
リ
ン
ゲ
ン
州）
で
は 、
公
の

水
道
事
業
は
義
務
的
自
治
事
務
（「
供
給
義
務」）
と
な
っ
て
い
る 。
他

方
西
ド
イ
ツ
に
由
来
す
る
州
で
は 、
公
の
水
道
事
業
の
位
置
づ
け
は
多

様
で
あ
る 。
ま
ず 、
北
ド
イ
ツ
（ブ
レ
l
メ
ン
市 、ハ

ン
ブ
ル
ク
市 、
シ

ユ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
H
ホ
ル
シユ
タ
イン
州 、
ニ
l
ダ
l
ザ
ク
セ
ン
州）
と
ザ
l

ル
ラ
ン
ト
州
で
は
随
意
的
自
治
事
務
と
な
っ
て
い
る 。
次
に
バ
イ
エ
ル

ン
州 、
ベ
ル
リ
ン
市 、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
H
ヴ
エ
ス
ト
フ
ァ
l
レ
ン
州 、

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
H
プ
フ
ア
ル
ツ
州
で
は
義
務
的
自
治
事
務
（「
確
保
義

が
義
務
的
自
治
事
務
の
場
合
に
は 、
私
的
主
体
が
事
業
遂
行
を
失
敗
し

た
場
合
に
備
え
て
「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」
を
行
政
契
約
の
中
で
市
町

村
に
付
与
す
る
必
要
が
あ
る 。
こ
の
「
取
戻
し
オ
プ
シ
ョ
ン」
は 、
任

務
の
理
論
的
取
戻
し 、
実
際
に
任
務
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設

・
設
備 、
人
員
の
取
戻
し
が
主
た
る
要
素
で
あ
る
（
こ
の
「
取
戻
し
オ

プ
ショ
ン」
と
「
委
託」
と
に
は
緊
張
関
係
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る） 。
こ
の
ほ
か
私
的
主
体
が
自
己
の
名
前
か
つ
計
算
の
も
と
で

運
営
し
て
い
る
場
合
に、
私
的
主
体
に
よ
る
利
益
追
求
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
に
「
供
給
価
格
の
規
制」
を
行
政
契
約
の
中
で
定
め
て
お
く

必
要
が
あ
る 。

他
方
で 、
今
後
の
課
題
と
し
て 、
多
く
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い 。
最
後
に、
こ
れ
ら
の
う
ち 、
筆
者
が
今
後
の

研
究
の
テ
1
マ
と
す
る
以
下
の
四
点
の
課
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た

’uv

 
第一
に、
本
稿
の
成
果
を
基
に
し
て
日
本
の
水
道
事
業
に
お
け
る
委

託
に
対
す
る一
定
の
提
言
を
行
う
こ
と
で
あ
る 。
そ
の
際
に
は 、
法
律

・
条
例
上 、
委
託
や
委
託
後
の
市
町
村
の
監
督
を
ど
の
よ
う
に
規
律
し

（約）

て
い
る
か
を
確
認
し
た
上
で 、
本
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
を
元
に、
日
本

の
委
託
法
制
に
不
足
し
て
い
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ

（制）ぅ 。
そ
の
際 、
そ
も
そ
も
水
道
事
業
の
委
託
に
お
い
て
取
戻
し
オ
プ
シ

ョ
ン
が
必
要
な
の
か 、
言
い
換
え
れ
ば
水
道
事
業
に
対
し
て
市
町
村
は

（
第
mm
巻

干日ー

第
六
号）



研

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
四
・

完）

四
九

究

（加）

ど
こ
ま
で
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も 、

水
道
法
（
更
に
は
憲
法）
の
法
解
釈
を
通
じ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ

、つ 。第
二
に、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
契
約
の
更
な
る
（
実
証
的）
研
究

で
あ
る 。
す
な
わ
ち 、
本
稿
で
は
水
道
委
託
に
関
す
る
学
説
に
言
及
す

る
中
で 、
委
託
に
際
し
て
の
行
政
契
約
に
お
い
て
組
み
込
ま
れ
る
べ
き

契
約
内
容
を一
定
程
度
明
ら
か
に
し
た 。
し
か
し
委
託
の
規
律
と
し
て

盛
り
込
む
べ
き
内
容
に
関
し
て
は 、
な
お
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う 。

例
え
ば 、
二
O一
八
年
か
ら
水
道
事
業
を
再
公
営
化
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
ロ
ス
ト
ッ
ク
市
で
は
行
政
契
約
の
内
容
と
し
て 、
川
公
側
の
公
法

上
の
責
任
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
限
り
で
の
指
揮
権 、
叫
あ
ら
ゆ

る
価
格
適
応
（司
号
g
弓
忠
告白
色 、
徴
収
手
続
の
変
更
な
ど
に
お
け
る

同
意
権
の
留
保 、
間
水
道
事
業・
下
水
道
事
業
の
全
業
務
に
お
け
る
情

報
を
受
け
る
権
利
（同民
25邑Cロ由『2EC 、
業
務
経過
に
関
す
る
私
人

側
の
年
次
報
告 、
年
度
末
決
算
の
提
出 、
川
人
事 、
運
営
技
術
の
重
要

な
問
題 、
一
O
万
ユ
l
ロ
以
仁
の
第
三
者へ
の
業
務
発
注
に
関
す
る
聴

問
権 、
川
監
督
行
政
庁
に
対
す
る
私
人
の
行
動
や
説
明
に
つ
い
て
の
同

（出）

意
権
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た 。
ま
た 、
こ
の
よ
う
な
権
限
を
留
保
し
た

と
し
て
も 、
実
際
に
こ
れ
ら
の
権
限
が
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

く 、
市
町
村
の
側
が 、
私
人
側
と
同
等
の
専
門
知
識
を
有
し
続
け
る
か

（加）

ら
こ
そ 、
公
私
協
働
は
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り 、
お
お
よ
そ
本

（m）

 

る 。
そ
の
際 、
本
稿
で
紹
介
を
し
た
ド
イ
ツ
の
行
政
契
約
が 、
市
町
村

（m）

 

と
私
人
が
対
等
当
事
者
で
あ
る
行
政
契
約
（
協
働
契
約）
で
あ
っ
て 、

（凱）

従
来
紹
介
さ
れ
て
き
た
従
属
法
契
約
で
は
な
い
こ
と、
従
属
法
契
約
の

一
つ
で
あ
る
行
政
行
為
代
替
契
約
が
行
政
庁
に
付
与
さ
れ
た
行
政
裁
量

（部）

の
範
囲
内
で
の
み
契
約
が
で
き
る
の
と
は
対
称
的
に、
協
働
契
約
に
対

す
る
法
的
規
制
が
（
現
在
の
と
こ
ろ）
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
契
約
の
自

由
度
が
高
い
こ
と、
そ
の
自
由
度
の
高
さ
ゆ
え
に
協
働
契
約
で
は
内
容

統
制
が
と
り
わ
け
問
題
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

、つ 。第
四
に、
従
来
国
や
地
方
公
共
団
体
自
身
が
担
っ
て
き
た
作
用
（
特

に
給
付
行
政）
に
お
い
て 、
当
該
作
用
の
私
人
へ
の
委
託 、
当
該
作
用

（m）（m）

 

か
ら
の
国
家
の
撤
退 、
当
該
作
用
を
再
度
国
家
側
に
移
転
す
る
（
再
公

（m）

 

営
化・
再
国
営
化）
と
い
っ
た
現
象 、
さ
ら
に
は
地
方
自
治
の
あ
り
方

に
つ
い
て
法
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う 。
以
上
の
課
題
に
つ
い
て

の
研
究
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い 。

（
山）
参
照 、
第
三
章
第
二
節
第
四
款 。
と
り
わ
け
参
照 、
S
N
州 、
s

T
州
の
法
制
度
の
変
遷 。

（
市）
な
お
ド
イ
ツ
で
は 、
州
水
法
な
ど
に
よ
っ
て
公
の
水
道
事
業
の

「
私
化」
は
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の 、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
規
定
が
な
い
（
S
T
州
水
法
七
O
条二
項
で
い
わ

ゆ
る
コ
ン
セ
ッ
ショ
ン
が
定
め
ら
れ
て
い
る
に
貿
ま
る 。
公
共
調
達
法

百庁

究

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
四
・

完）

五
O

（
第
mm
巻

第
六
号）

L 
F、

稿
の
議
論
状
況
と一
致
す
る 。
こ
の
よ
う
な
契
約
の
締
結
に
よ
っ
て
水

道
事
業
（
及
び
下
水
道
事
業）
が
私
的
主
体
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る一
方
で 、
市
町
村
が
価
格
形
成
へ
影
響
力
を
行

使
す
る
可
能
性
が
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る 、
末
端
消
費
者
へ
の
供
給

価
格
が
上
昇
し
て
い
る 、
私
的
主
体
側
の
コ
ス
ト
が
大
幅
に
上
昇
し
て

い
る
（
さ
ら
に
私
的
主
体
側
の
コ
ス
ト
の
計
算
方
法
が
不
透
明
で
あ
る） 、

水
道
事
業
の
収
益
が
私
的
主
体
に
多
く
配
分
さ
れ
て
い
る 、
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
私
的
主
体
が
買
収
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権

（出）

が
な
い 、
と
い
っ
た
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
よ
う
な
具
体

的
事
案
を
素
材
と
し
て 、
委
託
行
政一
般
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
行
政

契
約 、
特
に
契
約
内
容
の
規
制
に
つ
い
て
実
証
的
な
研
究
を
行
う
こ
と

（別）

は
重
要
で
あ
ろ
う 。
そ
の
際
に
は 、
委
託
を
実
施
し
て
い
る
と
考
え
ら

（m）

 

れ
る
下
水
道
事
業
や
廃
棄
物
処
理
事
業
に
お
け
る
法
理
論
及
び
具
体
例

を
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う 。

第
三
に、
行
政
法
総
論
と
の
関
係
で
は 、
本
稿
の
議
論
を
踏
ま
え

て 、
行
政
契
約
の
内
容
統
制
に一
定
の
示
唆
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る 。

従
来
の
日
本
の
行
政
契
約
論
は 、
行
政
契
約
の
具
体
例
や
行
政
行
為
と

の
比
較
と
い
っ
た
い
わ
ば
行
為
形
式
レ
ベ
ル
の
議
論
に
終
始
し 、
契
約

（凱）

の
内
容
規
制
に
関
す
る
理
論
構
築
は
な
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
っ
た 。
し

か
し 、
本
稿
で
確
認
し
た
ド
イ
ツ
で
の
議
論
か
ら
す
る
と、
契
約
の
内

容
統
制
に
関
す
る
理
論
構
築
を
行
う
必
要
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ

で
も 、
コ
ン
セ
ッ
ショ
ン
が
定
め
ら
れ
る
に
留
ま
る） 0

（
問）
こ
れ
に
つ
い
て
は
更
に
参
照 、
前
掲
第一
章
第二
節
第
三
款 。

（
山）
S
N
州
は
水
道
事
業の
委
譲
と
の
関
係
で 、
S
N
州
旧
水
法
五
七

条
三
項
（
及
び
準
用
さ
れ
る
旧
州
水
法
四
弓
条
四
項）
に
基づ
き
定
め

ら
れ
る
法
規
命
令
の
中
で 、
監
督
権
能
を
定
め
て
い
た 。
同
様
に
S
T

州
も 、
S
T
州
旧
水
法
七一
条
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
法
規
命
令の
中

で 、
監
督
権
能
を
定
め
て
い
た 。
た
だ
し 、
い
ず
れ
も二
O一
二 ‘
年
改

正
で
当
該
規
定
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る 。

（
問）
参
照 、
’h
NW2p
w苦JH》コ〈白片岡市山一命「口
出向ロロ【】河⑦同ロロ
2Z口問
ι
2

む片岡
g
B
岳
自
宅白
E
2
5
3
2
宮口
P
NO－
？
ω
叩品目印
同一
気

同町民bF
即日仏

当白回目巾
三口
玄

FE宮崎＼
玄・
宮町内
宝（出混同・）
見。
mEFEロ岡田円。門
戸

NOHO－
ω・叶ωω（叶ωω
片岡・）

（
問）
例
え
ば 、
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
会
議
「
p
p
p
／
P
F
I

推
進
ア
ク
ショ
ン
プ
ラ
ン
（
概
要）」
（
平
成二
八
年）
二
頁
で
は 、
「
p

p
p
（
虫毎回門
司ユ
gS
F「
宮巾3EHV）」
と
は 、
「
公
共
施
設
等
の
建

設 、
維
持
管
理 、
運
営
等
を
行
政
と
民
聞
が
連
携
し
て
行
う
こ
と
に
よ

り 、
民
間
の
創
意
工
夫
等
を
活
用
し 、
財
政
資
金
の
効
率
的
使
用
や
行

政
の
効
率
化
等
を
図
る
も
の o」
と
定
義
さ
れ
て
お
り 、
民
間
の
創
意
工

夫
も
公
私
協
働
の一
要
素
で
あ
る 。

（
問問）
委
託
発
注
段
階
で
の
規
制
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が 、
h

』hashw

岡山巾悶＝ロ巾『ロロ岡田耳『白三唱C2Z口mED門日開三三宮口岡田〈命「田口
75ユロロm－

戸、巾円
耳旨・門
町
甲印（NCC
中）温
ω・
5H
a－
－5hH）・

（
則）
例
え
ば 、
感
染
症
予
防
法
（
宮砂rCC
E
REZR間巾
湾ぽ）
ゴ一
七
条

コ一
項
に
も
と
づ
き 、
衛
生
局
は 、
感
染
症
対
策
を
行
う
た
め
に 、
水
道

施
設
等
に
対
し
て
監
視
（d
Z『耳
R
E口町）
権
限
を
有
す
る 。

（脱）
異
民bpF国・目・。・（
〉回B－口∞）－
FM－
g一回巾団団〈の戸
河内日開
55・

∞
］ζω（ω．HAF印）

（
第
鉛
巻

第
六
号）

十プ



画庁

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
四
・

完）

五

究

例
え
ば
市
町
村
は 、
水
道
事
業
が
十
分
な
水
圧
で
行
わ
れ
る
こ
と
を

線
保
す
る
た
め
の
介
入
権
限
を 、
危
険
防
御
に
関
連
し
な
い
限
り
で
有

し
ない 。

（
郎）
私
法
契
約
と
解
す
る
も
の
と
し
て 、
更
民
主F
P白・。・（
〉国自・
口∞）－

FF
堂・
S
T
州
七
O
条二
項
の
私
的
主
体
を
用い
る
場
合
に
締
結
さ
れ

る
契
約
は 、
私
法
契
約
と
解
さ
れ
て
い
る 。
〈悶】・
句『
戸、円む
あ・品＼
ENω・

∞・∞岱こ
れ
に
対し 、
対
象
と
な
る
任
務
が
行
政
任
務
で
あ
る
が
故
に 、
公

法
的
性
質
を
帯
び
る
こ
と
か
ら
（
重
点
理
論 、
∞〈巾「君。開由N－
∞・
8

（ω・
3）） 、
公
法
契
約
と
解
す
る
も
の
と
し
て 、
切・
き』『
SRphbh町再

開山門同市宵広司命的円m52－nF。河口門rF－－。℃位。ロ巾ロσ2同巾宮山口∞門町白骨－－ny命『

∞円FFnES『岳｝E口問咽NCCAYω・
ロ品一－H
句、S蓮司・出－E・。・（
〉口B－口∞）咽

ωhH印「ま
た
旧
S
T
州
水
法
七一
条一
項一
文
は
明
示
的
に
公
法
契
約
に
よ

る
義
務
委
譲
を
行っ
て
い
た
（
参
照 、
第
三
章
第三
節
第
四
款） 。
こ
の

ほ
か
H
E
州
は 、
任
務
の
委
託・
委
譲
に
当
た
り
私
的
主
体
と
市
町
村

と
の
間
で
締
結
可
能
な
協
定
を 、
八ム
法
協
定
と
す
る
（
H
E
州
水
法

三
O
条二
項一
文） 。

（山間）
同
事£～
SRPE町内、・国・田・。・（
〉口B－H∞ω）・ω－NCω
R－一
eh
句、両社達町・

担－白－C・（
〉ロB－口∞）・ω－NON－ω・
8N片岡・一
司
同町白PF白・曲。・（
〉口B・5g・

河口・∞品・た
だ
し
質・
量
共
に
十
分
な
公
の
水
道
事
業
を
持
続
的
に
実
施
す
る

に
当
た
り 、
民
事
手
続
は 、
時
間
が
か
か
り 、
迅
速
な
対
応
が
で
き
な

いとい
う指摘がある。
〈間｝・
黒岡田PF白・国（）・
（〉ロ日・口∞）－
FF∞叶

（
防）
LN一
旬
、司』配達F白血
（）・（
〉ロヨ
コ∞）・ω・
8H
（
こ
の
説
で
は 、
公
法
契

約
と
解
し
て
お
り 、
さ
ら
に
（
連
邦）
行
政
手
続
法
五
九
条一
項一
文

を
も
援
用
す
る 。
こ
の
説
は
基
本
法
上
基
礎
付
け
ら
れ
た
市
町
村
の

巾口広
島巾広口口問）
の
上
で
行
わ
れ
る
最
終
手
段
（
EZ自由
同国広三
と
し

て
理
解
さ
れ
て
い
る o
同
Sミ
吉柚hssh
R白血・。
（
〉口B
58・ω－
EAr

s一
同bpF
EF（）
辰巳B－
ロ∞）e
EM－mw∞・

（
削）
「
保
証
行
政
法」
の
文
脈
で
水
道
事
業
の
委
託・
委
譲
を
論
じ
る

者は 、
市
町
村
が
水
道
事
業
に
対
し
て
「
保
証
責
任」
や
「
捕
捉
責
任」

を
有
す
る
こ
と
か
ら 、
市
町
村
は
取
戻
し
オ
プ
ショ
ン
を
保
持
し
な
け

ればならないと考える。
H旬、hp遣問唱由・目・。・
辛口同出・コ∞）・ω・
企∞同・

同州

事亘書M
SEhヌ
mw即・0・（
〉回B
55・∞・ωN
R一
気
同bpF
mF目。・

（
〉D
B－H吋∞）咽
宮戸・
8
R－

（川山）
司
、円bE
L－血・0
（〉ロヨ・コ∞）＠河口
∞∞一
h・
3』』fHhpな
L－P。・

（
〉口
口己∞小）唱ω・ωN品・

（
mm）
例
え
ば
H
E
州
水
法
三
O
条
三
項
は 、
任
務
や
遂
行
の
委
譲
は
取

戻
し
オ
プ
ショ
ン
（
撤
回
権）
を
条
件
と
し
て
い
る 。
参
照 、
第
三
章

第二
節
第
四
款
判 。

（
山間）
例
え
ば 、
H
E
州
水
法
三
O
条
三
項
は 、
義
務
委
譲の
方
法
と
し

て
明
示
的
に
協
定
を
指
定
し
て
い
る 。
こ
れ
に
対
し 、
循
環
経
済・
廃

棄
物
法
旧一
六
条二
項
及
び
水
管
理
法
旧一
八
a
条二
a
項
に
基づ
く

義
務
委
譲の
場
合
に
は 、
私
人
に
高
権
的
介
入
権
限
を
付
与
す
る
た
め

に 、
権
限
受
任
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る o
甲河
内EE
L担・。・

（
〉ロヨ・コ8・
ZH・
2一
ミ・問。町宮E－
者同切田市門FE由Z－仲間唱団2N－Nog－

mH∞P
何回－
AF申・

（
山山）
同州
事
慾浅
草
～島町内、・
2・。・

（旨5・
5）
弘
同
会一
建
pb戸
2・。・

（
〉ロヨ・口∞）ゆ
尽「唱。

（山川）
切－
S自国ssshbh
R同・白・。・（
〉ロB－H∞ω）唱∞
に円
相官べ
同日PF白・白・。・

（
〉口B・58・
寄戸－
S

（阿川）
更
同門EE
L－白・0・（
〉ロヨ・口∞）－
pr
g一
HH
匂b
N邑〆〈q
t司包宮口問中

『巾門
E
5
2E
5
2谷口出向∞急回目。口田吾郎皇内g
kg胃rgι2
pt

研

究

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
問
委
託
の
統
制
（
四
・

完）

五

（
第
川町
巻

第
六
号）

,, ノ、

「
責
任」
（
保
証
責
任 、
捕
捉
責
任）
と
結
び
つ
け
て
こ
の
よ
う
な
理
論

展
開
を
し
て
い
る 。
な
お
州
水
法
等
に
よ
る
市
町
村
の
具
体
的
な
義
務

か
ら
も
基
礎づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る） 。
さ
ら
に
参
照 、
同・
き～・

なさseh矢印mW0・（
〉口B・5ω）甲山山・
ロ∞日広明ロ・
2H・

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は 、
連
邦
内
務
省
に
よ
る
連
邦
行
政
手
続
法
草

案
五
九
条二
a
項
が 、
国
家
の
「
保
証
責
任」
や
「
捕
捉
責
任」
を
前

提
と
し
た
上
で 、
公
法
契
約
の
中
で
十
分
な
影
響
力
を
行
使
す
る
機
会

が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
に
は
無
効
で
あ
る
と
明
示
的
に
定
め
て
お
り
興

味
深い 。
参
照 、
岸
本
太
樹
「
公
的
任
務
の
共
同
遂
行
（八ム
私
協
働）

と
行
政
上
の
契
約
さ二」
自
治
研
究
八一
巻一一一
号
（
二
O
O
五
年）

一
一
一
頁
（一
一一一
頁
以
下） 0

（附）
〈向日・H
句、hp遣句、白血（）・（
〉口B
可∞）・ω－NON－ω・
怠叶一
さらに参

照 、
h－
S』目
ZPNF回2色町四巴口問

H45z
；＝ι2
巧急円ロ巾F2
5問

。同州市口包門町内円〉口同岡田｝）巾ロロロ島田件目白巳山口町巾〈め『出口
25ユロロ同・
〈〈巴a

ω易F
S（Ncog－ω・NE
B－NS
R）・

委
託
の
場
合
に 、
市
町
村
に
「
履
行
責
任」
と
「
保
証
責
任」
の
い

ず
れ
が
あ
る
と
考
え
る
か
は
「
責
任」
概
念
を
用
い
る
な
ら
理
論
的
に

は
問
題
に
な
り
得
る
だ
ろ
う 。
前
者
と
考
え
る
も
の
と
し
て 、
h

旬
、同』ぎF白－P0・（

〉EHF－寸∞）
ふ－
NON－
ω－
AE叶・
さ
ら
に
参
照 、
岸
本・

前
掲
注
（
防）
一
一
七
頁

（
閉山）
参
照 、
第三
章
第二
節
第
四
款
同 。

（川間）
LN一

切ささミL・白・。・（
〉ロBH叶∞）・ωNCNw∞九日記・

（
附）
私
的
主
体
が
劣
悪
な
給
付
を
続
け
た
場
合
に 、
市
町
村
に
契
約
の

解
約
告
知
権
が
付
与
さ
れ
る
と
考
え
る
も
の
と
し
て 、
司
、町田
芦田白・。

（
〉口B
qg－
FM
gw∞∞・

（
間）
取
戻
し
オ
プ
ショ
ン
は 、
単
純
な
給
付
障
害
に
対
す
る
規
制
手
段

で
は
な
く 、
私
的
主
体に
よ
る
給
付
提
供
に
対
す
る
根
本
決
定（の『＝
Et

忠弘吉口問〈Cロ何ccu巾『白acロ∞4巾『可即応巾ロσa
HVEt－H円

ヨオ田仲⑦句釦『宮内下

回ZU・0。〈戸市山市VMFω∞坦（ω・申印同・）

（
mm）
更
民
主F
P白・。・（
〉国自・
ロ∞）－
E回－
g－

（
mm）
吏
同町白
芦田・白・0
（
〉ロB
口∞）－
EF
S一
ミ目
勾且泳三
笥回巾問『広三口

冨・明巾E－口問＼宮・
岡山口片岡巾ユ（出gm－Y閉山高ロロ巾『ロロ岡田『2Z－Nc－0・

ω・ωωN（
河口－AFA山）・

（
湖）
暫
定
的
な
代
替
措
置
と
し
て 、
タ
ン
ク
輸
送
車
に
よ
る
モ
バ
イ
ル

水
道
事
業
は
考
え
ら
れ
る 。
司
、円白骨戸田町W
C．
辰巳B・
ロ∞）．
百戸市町ω・

（加）
H旬、処砕きF臼・白・0・（
〉自己叶∞）
弘－NON－∞－
合弁
明史民SF白・白・。・

（
〉出
HH乙叶∞）・
原戸
定

（
州山）
通
常 、
市
町
村
は 、
「
私
化」
に
よっ
て 、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持・
管

理
費
用
と
い
う
多
大
な
負
担
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
追
求
す
る 。
そ

の
た
め
イ
ン
フ
ラ
の
所
有
権
を
私
的
主
体へ
譲
渡
す
る
こ
と
が
往々
に

し
て
な
さ
れ
るよ
う
で
あ
る 。
甲司
句円SF白・白・。・（
〉回目・
ロ∞）－
EM・
S－

（制）
烹
同EP－－白・出・0・（
〉ロB－口∞）w
Er
g－

更
に
問
題
に
な
る
の
は 、
八ム
の
水
道
事
業
を
完
全
に
民
営
化
し 、
私

的
主
体
に
施
設
を
委
譲
し
た
後
に 、
私
的
主
体
が
倒
産
し
た
場
合
で
あ

る 。
こ
の
と
き
に 、
私
的
主
体
に
対
す
る
債
権
者
は 、
供
給
設
備・
施

設
に
対
し
て
差
押
え
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
（
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法

人
八
二
a
条
及
び
ド
イ
ツ
倒
産
法
三
六
条
に
よ
る
公
物
に
対
す
る 、
執

行
法
上
の
機
能
的
法
的
保
護
が 、
も
は
や
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら 、
供

給
設
備
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る） 。
こ
こ
で
は 、
取

一民
権
の
物
権
的
保
障 、
す
な
わ
ち 、
地
役
権
（
ド
イ
ツ
民
法
典

一
O一
八
条）
及
び
地
上
権
に
よっ
て
保
護
さ
れ
る
帰
属
（
地
上
権
規

則
二
条
四
号）
を
利
用
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る 。
罰
同
SF

P出・0・（
〉EFH叶∞）－
FF申印・

（
捌）
R
P
州
水
法
四
八
条
二
項一
文
二
号
は 、
二
O一
五
年
度
改
正

（
第
mm
巻

第
六
号）



研

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
四
・

完）

丘

究

エ－C叶－NC5
5
a－N05Z
ユ
ω・
5）
に
よっ
て
新
た
に
追加
さ
れ

てい
る 。

（
仰）

相究
同EPF白・白・。・（
〉口
E
5
8・
FH・
ョ

（町制）
周回V
F叶l円）「∞－HH＼ω∞C少
∞
ωN－

（
町）

河】M
円H，
O円∞・
5＼品目、吋AY
ω・
申N同・

（
鰍）

同

NWS毛穴
恒国・。・
（

〉旨出
巴
ご
い
ま一
弘

同町遺
書句、凡
S
l～吋3．HM門PF

E
S円一回同巾「口口町己
q
J司白血
児
3
2
8「間口口同一口
宮可巾
B
5
28
5
B
E印l

r
kr丘町田ず巾

ヨ3尽き「宮口同
日a
a－
NCC叶・
∞－H
（ω・品）一
建
問白ミ・

白ゐ・0・（
〉ロ
B－qg－
E戸
申∞・

（
剛山）

吏
同白
芦田・国・0・（

旨EM－－斗∞）－
F戸
坦∞・

（
川）
’N
ミash－白・印
。・（
〉ロ
B・50）・
∞
広申・

（叩）
例
え
ば 、
八ム一ぶ
の
時
点
で
予
見
可
能
な
価
格
変
動
リ
ス
ク
に
関
す

る 、
価
格
調
整の
枠
組
が
行
政
契
約の
中
で
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ない。
甲間
同町白
戸白血目。
（〉出同出
口∞）・
周回目H
B
R

価
格
調
整
に
関
す
る
個
別
具
体
的
な
規
律
枠
組
と
し
て 、
例
え
ば
プ

ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
ブ
規
制
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る 。

（山）
水
道
事
業
が
州
法
上
ど
の
よ
う
に
位
置づ
け
ら
れ
て
い
る
か
に
つ

い
て
は 、
本
稿
で
はH
匂
喜』配達F白・出・
0・（
〉回
目・
ロ∞）・
ω・
ω日N
止
の

分
類
に
お
お
よ
そ
依
拠
し
て
い
る 。
た
だ
し
こ
の
分
類
に
は 、
ハ
ン
ブ

ル
ク
市
を
ど
の
よ
う
に
位
置づ
け
る
か
につ
き
異
論
が
あ
る 。

ハ
ン
ブ
ル
ク
市
で
は 、
二
O
O
四
年
に
「
私
た
ち
の
水 、
ハ
ン
ブ
ル

ク」
と
題
し
た
州
民
請
願
が
有
効
に
成
立
し
た
こ
と
を
受
け 、

二
O
O
六
年
に
「
公
共
団
体の
も
と
で
の
水
道
の
確
保
に
関
す
る
法
律

5
2
2N巾∞Nロ円
盟
各
22巳－
E同ι
2
45
2
2
2
3
2
空白岡
EC片岡
g
sー

円F
2
司
自己〈C
BN叶
S－NCOP
E
Bσ

の〈盟－HNCC少
ω・印。印）」
が
成
立

し
た 。
同
州
法
に
よっ
て 、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
で
は
公
の
水
道
事
業
が
義

務
的
自
治
事
務（「
供
給
義
務」）
と
なっ
た 。
さ
ら
に
同
州
法一
条二

針
事
業の
性
格
を
踏
ま
え
た
上
で
資
格
要
件 、
受
託
者の
能
hM
に
つ
い

て
二疋の
提
言
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る 。

価
格
規
制
に
関
し
て
は 、
日
本で
は
水
道
法一
同
条 、
水
道
法
施
行

規
則
二一
条
に
よっ
て
規
律
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら 、
現
在
の
と

こ
ろ
は 、
お
よ
そ
問
題
に
は
な
ら
ない
で
あろ
う 。

（
出）
例
え
ば 、
水
道
事
業
に
お
い
て
独
立
採
算
型
P
F
I
事
業
（
参

照 、
内
閣
府
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
室「『
新
し
い
公
共』
と
『
財

政
に
頼
ら
ない
成
長』

｜1ip
F
I
の
総
括
と
今
後の
活
用
に
向
け
た

基
本
方
針」
八
一員
以
ド
（
二
O一
O
年
九
月一
六
日））
や
利
用
料
金

制
の
指
定
管
理
者
制
度
を
用
い
る
場
合
に
は 、
通
常
市
町
村
は
水
道
事

業
者
で
は
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
得
る
（
厚
生
労
働
省
健
康
局
水
道
課

「
水
道
事
業
に
お
け
る
官
民
連
携
に
関
す
る
手
引
き」
第
H
編一
七
一良

（一一
O一
四
年一一一
月
三
こ
の
場
合
に 、
市
町
村
が
水
道
事
業
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
義
務
を
負っ
て
い
る
か 、
水
道
法
四
二
条
の
意
義
な
ど
も

踏
ま
えつ
つ 、
考
え
る
必
要が
あ
ろ
う 。

（
出）
同

門川島民除問＼勾－
h
sbhヌ
ロg

HNSB
呉市「∞
Samu－－）25
a
畠・

当〉mr

ω何回州dzu
〉切
司〉門戸中＼NO－－－
ω・
ω∞
（ω・
ω由同・）・

（日）
閉山ず巾ロ色白・

（
出）

事由N
遣。sl
SGa旬、ー

さミ
h
室、
宮崎句、
2
S
SHt＼旬。師向。
込町、
芯ヨ。下

警
高
T

S
九

芯、b
s
a
l
図。～
是
認
の
き

ミ円

相内SN
4
2E円
急
巾

巧同国由
。「I

J弓
ヨ

ミ明白岡
ED仏
〉σ唱曲師団
2F
22広
告旨問－
B
J「巾『『
mg【山田岡巾tH
2
5ny

NC
ZW
ωS
E－－甲・
日LC
5
EHV
2N
Sω・
〉口町田口間同・

（別）
ド
イ
ツ
の
公
の
水
道
事
業
に
お
け
る
委
託
で
用い
ら
れ
て
い
る
行

政
契
約
は 、
川
私
的
主
体
を
統
制
す
る
法
律
が
存
在
し
ない
こ
と
を
前

提
と
し
て
行
政
契
約
に
よっ
て
公
益
的
見
地
か
ら
私
的
主
体
をコ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
（
私
的
主
体の
自
由
な
経
営
を
制
限 。
例
え
ば 、
料
金
改

定 、
企
業
の
合
併 、
取
戻
し
条
項） 、
山
私
的
主
体は
長
期
的
な
独
占
的

研

勾h
'" 

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
四
・

完）

五
四

（
第
mm
巻

第
六
号）

n '-' 

文
は 、
「
任
務
が
第三
者
に
よっ
て
遂
行
さ
れ
る
な
ら
ば 、
その
第
三
者

の
株
式
は
完
全
に
白
白ハ
ン
ザ
都
市ハ
ン
ブ
ル
ク
に
よっ
て
所
有
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
己
と
定
め
る 。
二
文
の
解
釈
に
つ
き 、
h
『
さ1

ha
3hh
〈巾
ユ円
山仲間⑦
包ω円ロ
え『己
目。ロ
宮
島市門
司

岡山〈由民団庁『ロロ岡温
ロσ
2田口弘巾

E口問
E品
目山巾間＝
r
Eロ岡山口己
2
4司出回曲作『
三『仲田門町
田PNO
S－
ω・
5
2

同
州
法
は
二
O
O
九
年
の
連
邦
水
管
理
法
改
正
前
に
施
行
さ
れ
た
法

律
で
あ
り 、
二
O
O
九
年
以
降
に
改
正
さ
れ
て
い
ない 。
こ
こ
で
水
管

理
に
関
し
て
は
本
稿
で
述べ
た
と
お
り
完
全
競
争
型
競
合
的
立
法
で
あ

る
こ
と
か
ら 、
二
O
O
九
年
の
連
邦
水
管
理
法
改
正
に
よっ
て
ハ
ン
ブ

ル
ク
市
の
同
州
法
が
上
書
き
さ
れ
た 、
す
な
わ
ち 、
公
の
水
道
事
業
に

つ
き
義
務
的
自
治
事
務
と
す
る
か
随
意的
自
治
事
務
と
す
る
か
は
オ
ー

プ
ン
な
状
態
に
上
書
き
さ
れ
た
と
考
え
る
な
ら
ば 、
本
稿
の
分
類
で
問

題
ない 。
こ
れ
に
対し 、
同
州
法
が
上
書
き
さ
れ
て
い
ない
と
す
る
と 、

本
稿
の
分
類
は
誤
り
で
あ
り 、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
は
義
務
的
自
治
事
務

（「
供
給
義
務」）
と
な
る 。
ま
た 、
義
務
委
譲
は
許
さ
れ
ず 、
委
託
も

「
市
町
村
内
部の」
委
託
し
か
許
さ
れ
ない 。

い
ず
れ
に
せ
よ
事
項
面
か
ら
見
た
地
方
自
治
は 、
州
民
請
願
に
よ
る

影
響
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
ろ
う 。

（
出）
水
道
法 、
地
方
自
治
法 、
P
F
I
法 、
各
都
市
の
水
道
事
業・
検

針
委
託
に
関
す
る
規
程
（
こ
れ
に
つ
い
て
は 、
正
木
宏
長
「
水
道
事
業

の
民
間
化
の
法
律
問
題
｜｜

行
政
契
約
の
現
代
的
展
開」
立
命
館
法
学

三一
七
号
（
二
O
O
八
年）
一
頁
（一
五
頁
以
F）） 、
指
定
管
理
者
の

指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例 、
P
F
I
に
関
し
て
の
実
施
方
針
を
精

査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う 。

（
山）
例
え
ば 、
武
雄
市
水
道
事
業
の
検
針
事
務
委
託
規
程
三
条
柱
書
の

「
管
理
者
が
適
当
と
認
め
る」
た
め
の
基
準
は
（
少
な
く
と
も
当
該
規

殺
か
ら
は）
不
明
瞭
で
あ
る
が 、
本
稿
で
の
議
論
を
踏
ま
え
れ
ば 、
検

実
施
権
が
付
与
さ
れ
る
（
特
に
コ
ン
セ
ッ
ショ
ン
方
式
の
場
合
は
収
益

を
出
す
た
め
に一
五
年
1二一
O
年
の
長
期
契
約
が
締
結
さ
れ
る） 、
と
い

う
機
能
面
に
着
目
す
る
と 、
日
本
に
お
け
る
報
賞
契
約
を
仕切
偽
さ
せ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
（
もっ
と
も
私
的
主
体
側
の
不
安
定
な
道
路
占
用
料
か

ら
解
放
さ
れ
る
た
め
の
報
償
金
の
納
入 、
契
約
終
了
後
の
市
に
よ
る
事

業
買
収
と
い
う
報
賞
契
約
の
中
核
的
部
分
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
注
意

を
要
する） o
報
賞
契
約
につ
き 、
問
中三
郎
「
報
償
契
約
に
関
す
る
法

律
問
題」
ジ
ユ
リ
ス
ト一
O
七
号
（一
九
五
六
年）
二
頁 、
南
博
方

「
ガ
ス
報
償
契
約
の
実
態
と
理
論
件
｜1

特
殊
契
約
の一
研
究」
法
学

雑
誌
七
巻
阿
号
（一
九
六一
年）
七
九
頁 、
上
野
雅
知
「
報
償
契
約

lllガ
ス
事
業
を
中
心
と
し
て」
契
約
法
大
系
刊
行
委
員
会
編
『
契
約

法
大
系
第
六
（
特
殊
の
契
約
第
二）』
（
有
斐
閣 、
一
九
六
二
年）

三
四
九
頁 、
小
石
川
裕
介
「
瓦
斯
事
業
法
の
成
立
と
市
町
村
ガ
ス
報
償

契
約
（一
1一一一・
完）

｜｜
近
代
日
本
に
お
け
る
公
益
事
業
規
制
主
体

の
移
行」
法
学
論
叢一
六
八
巻
五
号
（
二
O一
一
年）
四
三
頁 、

一
六
八
巻六
号（
二
O一
一
年）
四
四
頁 、
一
六
九
巻
三
号（二
O一
一

年）
五
三
頁 。

な
お 、
日
本
に
お
け
る
ガ
ス
事
業の
報
償
契
約
中
の
事
業
買
収
条
項

に
関
し
て
は 、
ガ
ス
事
業
が
市
民へ
の
供
給
を
超
え
て
多
角
化
し
市
営

事
業
適
格
を
失っ
た
こ
と
か
ら
事
情
変
更
に
よ
り
失
効
し
た
と
解
さ
れ

て
い
る 。
他
方
で 、
ド
イ
ツ
の
公
の
水
道
事
業
に
お
け
る
委
託
契
約
中

の
取
戻
し
条
項
を
仮
に
日
本
で
用い
た
と
し
て
も 、
水
道
事
業
に
つ
き

市
営
事
業
適
格
を
失
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と 、
さ
ら
に
は
水
道

法
四二
条
に
買
収
条
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
適
法
で

あ
ろ
う 。

（
却）
ド
イ
ツ
の
下
水
道
事
業
で
は 、
公
の
水
道
事
業
と
異
な
り 、
連
邦

水
管
理
法
五
六
条一
文
が
「
州
法
に
よ
り
義
務づ
け
ら
れ
た
公
法
K
の

（
第
mm
巻

第
六
号）



研

ド
イ
ツ
水
道
法
制
に
お
け
る
民
間
委
託
の
統
制
（
四
・

完）

五
五

究

法
人
（
排
水
処
理
義
務
者
こ
に
実
施
義
務
を
課
し 、
ま
た
三
文
で 、
第

三
者
委
託
が
条
文
上
容
認
さ
れ
て
い
る 。

（
仰）
日
本
に
お
い
て
も 、
法
律・
条
例
に
お
い
て
は 、
公
私
協
働
契
約

の
契
約
内
容
につ
い
て
規
律
を
行
う
例
が
多々
見
ら
れ
る 。
こ
れ
に
対

し 、
学
説
上
は
契
約
手
続
の
規
律
に
関
心
を
寄
せ 、
契
約
内
容
につ
い

て
の
規
律
に
は
余
り
関
心
が
無
かっ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
参
照 、
塩

野
宏
『
行
政
法
I
〔
第
六
版〕』
（
有
斐
閣 、
二
O一
五
年）
二
O
六
頁

以
下 、
｛子
賀
克
也『
行
政
法
概
説
I〔
第
五
版〕』
（
有
斐
閣 、
二
O
二二

年）
三
六
七
頁
以
下 。

（
m）
各
種
の
途
邦
行
政
手
続
法
草
案
が
内
容
統
制
を
予
定
し
て
い
た
こ

と
を
想
起
すべ
き
で
あ
ろ
う 。
参
照 、
岸
本
太
樹
「
公
的
任
務
の
共
同

遂
行
（
公
私
協
働）
と
行
政
上
の
契
約
（
凹・
完）」
自
治
研
究
八
二

巻
四
号
（
二
O
O
六
年）
一
二
六
頁
（一
二
六
頁
以
下） 。

（
却）
河
ミ白史認〆

〉国岡市自色ロ
g
J『q
d〈釦－ZE阿国「巾門
戸
店・
〉z
pNOH－－

明日品
FM
H
P
邦
詩
文
献
と
し
て 、
岸
本
太
樹
「
公
的
任
務
の
共
同
遂

行
（
公
私
協
働）
と
行
政
上
の
契
約
（一
1
四・
完）」
自
治
研
究

八一
巻
三
号
（
二
O
O
四
年）
九一
一員 、
八一
巻
六
号
（二
O
O
五
年）

一
三
二
頁 、
八一
巻
二一
号
（
二
O
O
五
年）
一
一
一
頁 、
八
二
巻
四

号
（
二
O
O
六
年）
一
二
六
頁 。

（
制）
同
ミ
室、問、沼恒・白・
0・（
旨5・NNω）－m
E
宮－HN
邦
語
文
献
と
し

て 、
大
橋
洋一
「
行
政
契
約
の
比
較
法
的
考
察
｜｜

建
設
法
領
域
を
中

心
と
し
て」
向
『
現
代
行
政
の
行
為
形
式
論』
（
弘
文
堂 、一
九
九
三
年）

（
第
mm
巻

第
六
号）

一ー一

二ハ一
頁
以
下 、
岸
本
太
樹
「
行
政
契
約
の
法
理
論
（一
1
五・
完）」

北
大
法
学
論
集
五
二
巻
四
号
（
二
O
O一
年）
七
三
真 、
五
三
巻
五
号

（
二
O
O二
年）
一
六
九
頁 、
五
二
巻
六
号
（
二
O
O
二
年）
五三一
賞 、

五
三
巻一
号
（
二
O
O二
年）
八
七
頁 、
五
三
巻二
号
（二
O
O
二
年）

六
三
頁 。

（
邸）
大
橋・
前
掲
注
（
似）
一
七一
頁 、
一
九
五
頁 。

（
郷）
こ
れ
につ
い
て
の
近
時
の
例
と
し
て
郵
政
民
営
化
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
よ
う 。

（
初）
国
家
の
撤
退
を
把
握
す
る
た
め
の一
つ
の
試
み
が 、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
保
証
行
政
や 、
規
整
行
政
と
い
っ
た
議
論
で
あ
ろ
う 。
参
照 、
岡

村
周一 、
人
見
剛
（
編
著）
『
世
界
の
公
私
協
働』
（
日
本
評
論
社 、

二
O
二一
年）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
各
論
孜 、
板
垣
勝
彦
『
保
障
行
政

の
法
理
論」
（
弘
文
堂 、
二
O
二二
年） 、
三
宅
雄
彦
『
保
障
国
家
論
と

憲
法
学』
（
尚
学
社 、
二
O
二一一
年） 。

（
m）
再
公
営
化・
再
国
営
化
に
つ
き
参
照 、
人
見
附
「
ド
イ
ツ
に
お
け

る
市
町
村
生
活
基
盤
配
慮
行
政
の
（
再）
公
営
化」
清
水
誠
先
生
追
悼

論
集
『
日
本
社
会
と
市
民
法
学』
（
日
本
評
論
社 、
二
O
二三
年）

三
九
九
頁 、
ヤ
ン・
ツ
ィ
1
コ
l
（
人
見
剛・
訳）
「
再
公
営
化
｜｜

地

方
自
治
体
サ
ー
ビ
ス
の
民
営
化
か
ら
の
転
換
？
｜｜
ド
イ
ツ
に
お
け
る

議
論
状
況
に
つ
い
て」
立
教
法
務
研
究
七
号
（
二
O一
四
年）
四二一

頁 。


